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平成28年３月16日

平成２８年度の建設工事に係る入札・契約制度
の見直しについて お 知 ら せ

岡山県土木部

岡山県の建設工事に係る入札制度について、次のとおり見直しを行い、平成２８年４月
から実施しますので、お知らせします。

Ⅰ 工事成績評定点の評価期間

一般競争入札（条件付）では、入札に参加することができる者の資格として、過去４
年間の工事成績評定点の平均が一定基準以下でないことを条件としていますが、本年１
月に工事成績の評定方法を改定したことから、平成２８年６月１日から平成２９年５月
３１日までに入札公告を行う工事は、平成２４年４月１日から平成２７年１２月３１日
までの工事成績評定点の平均で評価を行います。なお、平成２８年１月１日から同年３
月３１日までの工事成績評定点は、平成２９年６月１日以降の公告で活用します。

Ⅱ 県発注工事における現場代理人の常駐緩和

県発注工事における現場代理人の常駐緩和については、平成２５年度から実施してい
ますが、平成２８年４月からは、３件の工事（既契約工事を含む。）で現場代理人の兼
務を認めます。なお、兼務可能件数以外の要件については、変更ありません。

常駐緩和要件 旧 新

兼務可能件数 ２件以内であること。 ３件以内であること。
※諸経費調整対象工事は、複数件であっても１件とする。 ※諸経費調整対象工事は、複数件であっても１件とする。

当初請負代金 当初請負代金の合計が、２,５００万円（建築一式工事は５,０００
万円）未満であること。

従事可能地域 それぞれの工事現場が同一の県民局（所管する地域事務所の管内を
除く。）又は同一の地域事務所管内であること。

例１： 従事中の工事が、備前県民局（岡山市）管内の場合、東備地域事務所
の管内を除く備前県民局の管内で兼務可能

例２： 従事中の工事が、東備地域事務所（和気町）管内の場合、東備地域事
務所の管内で兼務可能

その他 兼務するいずれかの工事現場で業務に従事できること。
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Ⅲ 社会保険等未加入対策

元請負業者に対する社会保険等未加入の一次下請業者注１との下請契約の原則禁止につ
いては、昨年１０月から一次下請契約の請負代金総額が３千万円（建築一式工事は４千
５百万円）以上の工事で実施していますが、平成２８年１０月１日以降に入札公告、指
名通知、随意契約のための見積依頼を行う工事からは、国の対策に準じ、一次下請契約
の請負代金総額にかかわらず原則禁止とします。

注１ 社会保険等未加入の一次下請業者とは、以下に定める届出の義務を履行していない建

設業許可を有する一次下請業者である。ただし、当該届出義務がない者を除く。

・ 健康保険法（大正11年法律第70号）第48条の規定による届出の義務

・ 厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第27条の規定による届出の義務

・ 雇用保険法（昭和49年法律第116号）第７条の規定による届出の義務

Ⅳ 総合評価落札方式の見直し

平成２８年４月１日以降に入札公告する工事から、次のとおり総合評価落札方式の見
直しを行います。

１ 企業の施工実績に係る評価の変更

【例：現行】
提出評価項目 評価基準 配点 得点 様式

① 平成12年度以降に発注され （発注規模）以上の（指定する工事（工 3.0 /3.0 別記
企 た同種工事の施工実績の有 種））の元請け実績あり 様式
業 無 （発注規模の１／２）以上の（指定す 2.0 1-2
の る工事（工種））の元請け実績あり
施 （発注規模の１／２）未満の（指定す 1.0
工 る工事（工種））の元請け実績あり
実 上記のいずれにも該当しない。 0.0
績 岡山県が発注した○○工事 67点以上 3.0 /3.0

のうち、平成23年４月１日 66.5点以上 67点未満 2.5
から平成27年３月31日まで 66点以上 66.5点未満 2.0
の間 ～(中略)～ 評定点の 65点以上 66点未満 1.5
平均点。(以下省略) 65点未満又は実績なし 0.0

【例：変更後】
提出評価項目 評価基準 配点 得点 様式

① 平成13年度以降に発注され （発注規模）以上の（指定する工事（工 3.0 /3.0 別記
企 た同種工事の施工実績の有 種））の元請け実績あり 様式
業 無 （発注規模の１／２）以上の（指定す 2.0 1-2
の る工事（工種））の元請け実績あり
施 （発注規模の１／２）未満の（指定す 1.0
工 る工事（工種））の元請け実績あり
実 上記のいずれにも該当しない。 0.0
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績 岡山県が発注した○○工事 67点以上 3.0 /3.0
のうち、平成24年４月１日 66.5点以上 67点未満 2.5
から平成27年12月31日まで 66点以上 66.5点未満 2.0
の間 ～(中略)～ 評定点の 65点以上 66点未満 1.5
平均点。(以下省略) 注２ 65点未満又は実績なし 0.0

注２ 評価項目の評定点の平均点を算出する期間の変更については、平成28年６月１日以降の公告分から適用
されます。なお、平成28年１月１日から同年３月31日までの評定点は、これまでの評定方法と異なるこ
とから、平成29年６月１日以降の公告で活用します。

２ 配置予定技術者の能力に係る評価の変更

【例：現行】
提出評価項目 評価基準 配点 得点 様式

② 保有する資格 １級土木施工管理技士又は技術士の資 1.0 /1.0 別記
配 格取得後10年以上 様式
置 上記に該当しない。 0.0 2-2
予 平成12年度以降に発注され 主任技術者又は監理技術者として（発 4.0 /4.0
定 た同種工事を主任技術者、 注規模）以上の（指定する工事（工種））
技 監理技術者又は現場代理人 を施工した実績あり
術 として施工した実績の有無 主任技術者又は監理技術者として（発 3.0
者 注規模の１／２）以上の（指定する工
の

（中 略）
能
力 上記のいずれにも該当しない。 0.0

岡山県が発注した工事のう 67点以上 5.0 /5.0
ち、平成23年４月１日から 66.5点以上 67点未満 4.0
平成27年３月31日までの間 66点以上 66.5点未満 3.0
～(中略)～ 評定点の平均 65点以上 66点未満 2.5
点。(以下省略) 65点未満又は実績なし 0.0
平成26年４月１日から平成 取得した単位数（ユニット数）が20ユ 1.0 /1.0 別記
27年３月31日までの間の一 ニット以上 様式
般社団法人全国土木施工管 上記に該当しない 0.0 2-3
理技士会連合会が運営する
継続学習制度（CPDS）にお
ける学習の実績

【例：変更後】
提出評価項目 評価基準 配点 得点 様式

② 保有する資格 注３ １級土木施工管理技士又は技術士の資 1.0 /1.0 別記
配 格取得後10年以上 様式
置 １級土木施工管理技士又は技術士の資 0.5 2-2
予 格取得後５年以上
定 上記に該当しない。 0.0
技 平成13年度以降に発注され 主任技術者又は監理技術者として（発 4.0 /4.0
術 た同種工事を主任技術者、 注規模）以上の（指定する工事（工種））
者 監理技術者又は現場代理人 を施工した実績あり
の として施工した実績の有無 主任技術者又は監理技術者として（発 3.0
能 注規模の１／２）以上の（指定する工
力

（中 略）

上記のいずれにも該当しない。 0.0
岡山県が発注した工事のう 67点以上 5.0 /5.0
ち、平成24年４月１日から 66.5点以上 67点未満 4.0
平成27年12月31日までの間 66点以上 66.5点未満 3.0
～(中略)～ 評定点の平均 65点以上 66点未満 2.5
点。(以下省略) 注４ 65点未満又は実績なし 0.0

平成27年４月１日から平成 取得した単位数（ユニット数）が20ユ 1.0 /1.0 別記
28年３月31日までの間の一 ニット以上 様式
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般社団法人全国土木施工管 取得した単位数（ユニット数）が10ユ 0.5 2-3
理技士会連合会が運営する ニット以上
継続学習制度（CPDS）にお 上記に該当しない 0.0
ける学習の実績 注５

注３ 評価項目の保有する資格については、発注工種により評価する資格が異なります。
注４ 評価項目の評定点の平均点を算出する期間の変更については、平成28年６月１日以降の公告分から適

用されます。なお、平成28年１月１日から同年３月31日までの評定点は、これまでの評定方法と異な
ることから、平成29年６月１日以降の公告で活用します。

注５ 継続学習制度については、評価を行わない発注工種があります。また、発注工種により設定が評価す
る資格や評価を行う単位数が異なります。

Ⅴ 優良建設工事表彰制度

平成２８年度以降に成績評定を行った県発注工事について、平成２９年度から優良建
設工事表彰を行うとともに、総合評価落札方式における評価について検討します。

岡山県 技術管理課 ホームページへのアクセス方法

県のホームページ（http://www.pref.okayama.jp)から → 画面左上の［組織で探す］を

クリック →［土木部］をクリック →［技術管理課］をクリック

【問合せ先】

入札制度の見直しについて
土木部技術管理課技術指導班
ＴＥＬ ０８６－２２６－７４６０
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現場代理人兼務届



平成　　年　　月　　日　



岡山県知事又は岡山県○○県民局長   殿



住　　　　所

商号又は名称

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印



　次の工事について、現場代理人を兼務したいので届け出ます。なお、当該現場代理人の兼務については岡山県発注工事おける現場代理人取扱要領の常駐緩和（兼務）の要件を全て満たすとともに、当該届の内容について事実と相違がないことを確約します。



		現場代理人

		

		携帯電話番号

		



		① 従事予定工事

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		



		②　従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		



		③　従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		





(注)  １　上記②③は、「従事中」又は「従事予定」のいずれかを○で囲むこと。

  　　２　従事役職欄は、該当するものを○で囲む（その他の場合は具体的な役職名を記載）こと。

  　　３　従事中又は従事予定の工事が４件以上ある場合は、工事数に応じ適宜表の追加を行うこと。

  　　４　従事中又は従事予定の工事が国又は市町村発注工事の場合は、当該発注機関の承諾書を添付すること。
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＜参考＞

現場代理人兼務承諾申請書



平成　　年　　月　　日　



岡山県知事又は岡山県○○県民局長   殿



住所

商号又は名称

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　印



　次の工事について、現場代理人の兼務を承諾願います。

		現場代理人

		

		携帯電話番号

		



		① 従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		



		②　従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		



		③　従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		





(注)  １　上記①②③は、「従事中」又は「従事予定」のいずれかを○で囲むこと。

  　　２　従事役職欄は、該当するものを○で囲む（その他の場合は具体的な役職名を記載）こと。

  　　３　従事中又は従事予定の工事が４件以上ある場合は、工事数に応じ適宜表の追加を行うこと。

  　　４　従事中又は従事予定の工事が国又は市町村発注工事の場合は、当該発注機関の承諾書を添付すること。

現場代理人兼務承諾書



平成　　年　　月　　日　



（　受　注　者　）       殿



（　発　注　機　関　）　　　印



　平成　　年　　月　　日付けで申請のありました次の工事の現場代理人については、承諾します。



		現場代理人

		

		携帯電話番号

		



		① 従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		



		②　従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者

		



		③　従事中 ・ 従事予定　工事

		発注機関

		



		

		工事名

		



		

		工事場所

		



		

		請負金額

		



		

		従事役職

		現場代理人  ・  主任技術者  ・  その他（            ）



		

		工期

		平成　　年　　月　　日 から 平成　　年　　月　　日 まで



		

		現地連絡責任者
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